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はじめに
　教育学部では、2014年度から、全学年を対象
とした学生調査を開始した。その目的は、学生
の実態を把握した上で、学部教育の改善を図る
ことである。
　18歳人口の減少や大学進学率の上昇、社会の
変化に伴い、学生の実態は、10年前、20年前と
比較して、明らかに変わってきている。そのた
め、学生の授業における教育や学習指導、キャ
リア教育、場合によっては生活指導において
も、様々な工夫が求められている。
　この点について、ここでは、教職の観点から
変化を眺めたい。2014年度の新入生の内、入学
直後での教職を志望する学生は、教育学科80
名、児童教育学科104名、計184名である。この
時点では、学部学生の89％が、教職を志望して
いることになる。この全員が卒業後に教職に就
けるかというと、困難であると言わざるを得な
い。なぜなら、教員採用試験の受験率や合格率
は近年、下がっているのが現状である。 4 年生
の教員採用試験の受験率を見ると、2012年で
は、教育学科46％、児童教育学科７0％だったの
が、2013年では、教育学科31％、児童教育学科
5７％に下がっている。
　また、現役での合格率は、2012年では、教育
学科44％、児童教育学科56％だったのが、2013
年では、教育学科19％、児童教育学科40％に下
がっている。
　このように教員採用の状況が厳しくなってい
る傾向であることを踏まえ、教育学部では2013
年から、教育実習に参加することの条件とし
て、GPA 3.0以上を設定している。その結果、
実習生数155名となり、前年の2012人と比較し
て、56名減となった。また、これまでの現役合
格者は全て、GPA 3.0以上であることが明らか
になっている。
　この結果を踏まえると、GPA 3.0を閾値とし
たことについては 妥 当 であり、「GPA 3.0」の
関門は、「肩叩き効果」として機能していると
言える。また、この関門によって教員になるこ
とを諦めた学生は、従来よりも早い段階から、
就職活動に取り組むことができる。その意味
で、現時点での就職内定率向上に寄与している
と言えるだろう。
2 ．学生調査の目的
　学生調査の目的は、 1 ）学生のキャリア志向
や大学への適応の様子など、学生の実態を把握
すること、 2 ）主要科目の教育目標（基礎演習
I、表 1 ）や、共通科目ラーニング・アウトカ
ムズ（表 2 ）、学 部 ディプロマ・ポリシー（表
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3 ）の目標について、学生から見た達成状況な
ど、教育学部のカリキュラムの効果を探るこ
と、の 2 点である。
　そして、それらの結果を分析し、学部のカリ
キュラムを改善したり、大学不適応などハイリ
スク学生の早期発見を目指す。
3 ．学生調査の概要
　2014年度前学期で調査を実施した授業や時期
は、以下の通りである。
　 1 年生：
表 １ 　基礎演習Iの到達目標
上位項目 下位項目
メタ認知 自分で自分を PDCA する力
自身を多角的に客観視する力
タイムマネジメント力 シラバスを読んで必要十分な履修計画を立てる
セメスター / 月ごとにスケジュールを立て、それに基づいて学習活動を進める
キャリアを考えて、課外活動を取捨選択する
自身の 4 年間の計画を立てる
キャリアヴィジョン 自身のキャリアについて意識する
これまで知らなかった職種についても知る
先輩の、成功事例、失敗事例から学ぶ
アカデミックスキルと
してのレポート作成
型に基づいた文章構成
図書館を活用した文献調査
多声的な論理構成
非言語コミュニケー
ション
美術作品を通した非言語コミュニケーション能力
体育における非言語コミュニケーション能力
表 2 　共通科目ラーニング ･ アウトカムズ（LOs）
上位項目 下位項目
知識基盤
（学生が何を知ってい
るべきか）
1. 人文・社会・自然科学、健康科学領域の基礎知識を理解する。
実践的能力
（学生が何ができるよ
うになるべきか）
2. 多面的かつ論理的に思考する。 
3. 問題解決に必要な知識・情報を適切な手段を用いて入手し、活用する。
4. 日本語による多様な表現方法を習得し、明瞭に論じ述べる。 
5. 英語と母語以外の他外国語でコミュニケーションを図る。
教養ある市民としての
資質
（知識と能力を用いて
何を行おうとするか）
6. 学びの意味や社会的責務を考え、自らの目標を設定し、自立（律）的に学ぶ。
７. 自他の文化・伝統を理解し、その差異を尊重する。 
8. 人類の幸福と平和を考え、自己の判断基準をもつ。 
表 3 　学部ディプロマ ･ ポリシー（DP）
1.  創価コアプログラムが包含する諸学問を学び、それを、教育を考えるための糧としていくこと。
2.  さまざまな教育の場において、現在、どのような問題が起こっているのか、その問題の解決のために何が養
成されているのかを理解するための問題探求の能力を養うこと。
3.  教育問題を自明のものとして受けとめるのではなく、それらをつねに学問的な検証の対象としていくとい
う態度を身につけること。
4.  教育問題を、地域・国・世界というさまざまなレベルで考え、それを自分の言葉で語ること。
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　　基礎演習 I・第 1 回（ 4 /15）
　　　学生の実態 : 41項目
　　基礎演習 I・第15回（ ７ /22）
　　　授業の効果 : 21項目
　　　大学での学習 : 18項目
　 2 年生：
　　キャリア・ガイダンス（ 4 月第 1 週）
　　　学生の実態 : 41項目
　　　学生の実態 : 41項目
　 3 年生
　　各ゼミ教員に依頼（ 4 月第 2 週以降）
　　　学生の実態 : 1７項目
　　　共 通 科 目 ラーニング・アウトカムズ 関
連 : 21項目
　 3 ・ 4 年生
　　各ゼミ教員に依頼（ 4 月第 2 週以降）
　　　学生の実態 : 18項目
　　　学部ディプロマ・ポリシー関連 : 9 項目
　なお、本調査活動は学部キャリア委員会に設
置されたワーキンググループが、CETL と協力
して実施した。
4 ．学生調査の結果と考察
4 . 1 .　学生の実態
4 . 1 . 1 .　 1 年生の実態
　 1 年生を対象に、学期開始時期の基礎演習
I・第 1 回において実施し、201人の学生から回
答を得た。その結果を、表 4 に示す。
　質問項目 a 1 ～ a 6 を見ると、単語・用語の
調査やメモ・ノート取りについて、多くの学生
ができていると感じているものの、できないと
感じている学生も 1 割前後いる。筋道を立てて
考えることや、自分の意見を発信することにつ
いても、できると感じている学生が比較的多く
いる一方で、できないと感じている学生も少な
くない。効力感の低い学生に対して、どのよう
に指導していくのか、具体的な手立てを考える
必要があると言える。
　また、勉強方法に対する自信とパソコンの操
作については、半数の学生が否定的である。大
学での学習は、高校までのそれとは異なるた
め、入学直後の段階では自信が持てない学生が
多いのだろう。パソコンの操作については、高
校までの情報教育の状況など様々な要因が考え
られるが、利用する機会を多く提供する必要が
あると言える。
　これらのことから、 1 セメスターの段階で、
できるだけ多くの授業の機会を用いて、アカデ
ミックな学習に慣れさせるとともに習慣づける
こと、その中に、パソコンなど ICT 機器の活
用を積極的に組み込むことが求められていると
言えるだろう。
　質問項目 b1, b 2 からは、 8 割弱の学生が入
学時点で、大学での学習における展望を持って
いると言える。これは、教員志望の学生が多く
を占める教育学部の特色が反映された可能性が
ある。しかし、 1 割に満たないが、大学での学
習に対する見通しを持てていない学生も存在す
る。これらの学生に対しては、アドバイザー教
員が頻繁に様子を見つつ、何を目指してどのよ
うに学んでいくべきか、丁寧に指導していく必
要があるだろう。
　質問項目 c 1 ～ c 5 を見ると、多くの学生は、
目標や優先順位の設定、お金の使い方などは、
それほど問題ないようである。しかし、計画的
に時間を使うことについては、できると感じて
いる学生は35% ほどであり、31％の学生が、
できないと感じている。本学の学生は、多くの
ことに挑戦しようとする余り、最も重要である
学習時間を十分に確保できないことが少なくな
い。学問を重視させることを考慮した指導が必
要であろう。
　質問項目 c 6 ～ c 9 を眺めると、適応性に不
安がある学生が、 2 割程度見られる。このよう
な状況を放置すると、大学生活からのドロップ
アウトにつながりかねない。授業の中でも、学
生の状況に応じて学生間で交流できる場面を増
やしたり、教員や SA が個別に対応するなどし
て、適応力を伸ばすことが重要であろう。
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　 質問項目 とても 
そう思う
多少は 
そう思う
どちらとも 
言えない
あまり 
そう思わない
そう思わない
a1 分からない単語や用語は調べる 48 23.9% 79 39.3% 49 24.4% 23 11.4% 2 1.0%
a2 大事な話はメモやノートを取りながら聞く 53 26.4% 94 46.8% 36 17.9% 15 7.5% 3 1.5%
a3 パソコンを上手に使って情報の収集・加工・伝達
ができる
14 7.0% 39 19.4% 47 23.4% 62 30.8% 39 19.4%
a4 筋道を立てて考えることができる 15 7.5% 72 35.8% 85 42.3% 29 14.4% 0 0.0%
a5 自分の意見をうまく発信することができる 19 9.5% 87 43.3% 40 19.9% 42 20.9% 13 6.5%
a6 自分の勉強方法に自信がある 6 3.0% 20 10.0% 71 35.3% 78 38.8% 26 12.9%
b1 これからの４年間で学びたいことがはっきりし
ている
75 37.5% 82 41.0% 26 13.0% 13 6.5% 4 2.0%
b2 これからの４年間の学びの準備ができている 12 6.0% 46 23.0% 75 37.5% 56 28.0% 11 5.5%
c1 目標を立てて物事に積極的に取り組む 29 14.4% 89 44.3% 63 31.3% 19 9.5% 1 0.5%
c2 すべきことは優先順位をつけて実行できる 34 17.0% 82 41.0% 64 32.0% 19 9.5% 1 0.5%
c3 計画的に時間を使うことができる 17 8.5% 53 26.4% 68 33.8% 55 27.4% 8 4.0%
c4 お金は計画的に使う 69 34.3% 72 35.8% 43 21.4% 13 6.5% 4 2.0%
c5 物事の取りかかりが遅い 30 14.9% 76 37.8% 60 29.9% 26 12.9% 9 4.5%
c6 新たな環境に適応し、馴染むことができる 25 12.4% 84 41.8% 45 22.4% 40 19.9% 7 3.5%
c7 社会のルールや人との約束を守ることができる 66 32.8% 100 49.8% 26 12.9% 8 4.0% 1 0.5%
c8 精神的なストレスの自分なりの解消法がある 35 17.5% 62 31.0% 65 32.5% 31 15.5% 7 3.5%
c9 いやなことがあっても、気持ちを切り替えて、す
べき課題に取り組める
24 11.9% 60 29.9% 58 28.9% 49 24.4% 10 5.0%
d1 日中、眠くて仕方ないことが多い 32 16.0% 72 36.0% 47 23.5% 34 17.0% 15 7.5%
d2 朝起きるのがとてもつらい 42 20.9% 62 30.8% 34 16.9% 44 21.9% 19 9.5%
d3 体調管理がきちんとできる 34 16.9% 72 35.8% 70 34.8% 21 10.4% 4 2.0%
e1 何となく不安になることが多い 56 27.9% 98 48.8% 25 12.4% 21 10.4% 1 0.5%
e2 気持ちに大きな波がある 43 21.4% 59 29.4% 45 22.4% 42 20.9% 12 6.0%
f1 将来の進路（キャリア）について見通しがある 49 24.4% 98 48.8% 35 17.4% 14 7.0% 5 2.5%
f2 大学の勉強は自分の将来に役立つ 150 74.6% 49 24.4% 2 1.0% 0 0.0% 0 0.0%
g1 人に左右されず、自分の考えで行動できる 28 13.9% 58 28.9% 72 35.8% 37 18.4% 6 3.0%
g2 自分が好きである 17 8.5% 54 26.9% 69 34.3% 48 23.9% 13 6.5%
g3 なにかにつけて、他人と比べることがよくある 43 21.4% 94 46.8% 42 20.9% 20 10.0% 2 1.0%
g4 困ったときは人に相談できる 79 39.3% 62 30.8% 30 14.9% 23 11.4% 7 3.5%
h1 外国語の習得に意欲がある 89 44.5% 74 37.0% 23 11.5% 11 5.5% 3 1.5%
h2 英語の勉強に自信がある 11 5.5% 22 10.9% 56 27.9% 69 34.3% 43 21.4%
h3 国際的な出来事に関心がある 51 25.4% 75 37.3% 43 21.4% 25 12.4% 7 3.5%
h4 異なる文化を理解し、尊重する意欲がある 84 41.8% 87 43.3% 24 11.9% 4 2.0% 2 1.0%
h5 外国語を用いてコミュニケーションをする意欲
がある
53 26.4% 76 37.8% 45 22.4% 22 10.9% 5 2.5%
i1 私は欠点のない人間でなければならない 4 2.0% 21 10.4% 38 18.9% 77 38.3% 61 30.3%
i2 いつも目覚ましい行いをしなくてはならない 9 4.5% 26 12.9% 114 56.7% 42 20.9% 10 5.0%
i3 私は常に業績を上げなければならない 17 8.5% 59 29.4% 69 34.3% 44 21.9% 12 6.0%
i4 物事は完全無欠に成し遂げなければならない 13 6.5% 55 27.5% 67 33.5% 45 22.5% 20 10.0%
i5 たくさんの仕事を引き受けても立派にこなさなけ
ればならない
29 14.4% 95 47.3% 58 28.9% 14 7.0% 5 2.5%
i6 私はいつも、皆に好かれなければならない 7 3.5% 56 27.9% 73 36.3% 47 23.4% 18 9.0%
i7 私は常に、周りから高く評価されなければなら
ない
8 4.0% 27 13.5% 68 34.0% 75 37.5% 22 11.0%
i8 自分が辛くても、人から頼まれれば全て引き受け
ねばならない
21 10.4% 77 38.3% 61 30.3% 33 16.4% 9 4.5%
N=201
表 4 　 1 年生の実態
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　質問項目 d 1 ～ d 3 を見ると、睡眠や起床、
体調管理の面で、見過ごせない学生が2,3割い
ることが分かる。また、質問項目 e1, e 2 を見
ると、精神的に不安定な学生が多いことが読み
取れる。これらについては、学習面での指導と
同様に、学習アドバイザーによる手当てが必要
であると言える。
　質問項目 f1, f 2 を見る限り、キャリアの見通
しについて、多くの学生は問題無いようであ
る。しかし、見通しが持てない学生も 1 割ほど
いるため、やはり何らかの対応が必要であろう。
　質問項目 h 1 ～ h 5 を見ると、外国語に対し
て、多くの学生に積極性が認められる。ただし、
英語の学習に自信が持てない学生が半数以上い
ることから、様々な学習機会を提供することが
重要であると言える。
　質問項目 i 1 ～ i 8 を見ると、「～でなければ
ならない」といった意識の強い学生が多いこと
が分かる。そうした意識を強く持つことは、一
般的に望ましいことではある。しかし、自分の
状態や能力がそれに追いつかない状態が続くこ
とは危険であり、かえって学生生活に悪影響を
及ぼしかねない。状況に応じて、気楽に考える
ことができるように、指導したり、学習機会を
提供することが必要であろう。
　以上のように、 1 年生の実態からは、教育や
指導において、留意すべき点が少なくないこと
が明らかになった。
4 . 2 .　プログラムの成果
4 . 2 . 1 .　基礎演習 I 到達目標関連
　 1 年生を対象に、学期開始時期の基礎演習
I・第15回において実施し、195人の学生から回
答を得た。その結果を、表 5 に示す。
　質問項目 a 1 を見ると、多くの学生が学習活
動について目的や意義を明確にできたと感じて
いる。しかしながら、 1 割強の学生がそのよう
に感じることができてはいない。これらの学生
については、ドロップアウトを防ぐために、定
期的に様子を確認するなどの配慮が必要であろ
う。
　質問項目 b 1 ～ b 4 を見ると、計画性につい
ては、半数程度の学生が、問題があると感じて
いることが読み取れる。高校までとは違い、大
学生活では計画的に行動できることが重要であ
る。特に、教員採用試験や公務員試験、就職活
動のことを考えると、早めに計画を立てて、余
裕を持って取り組む必要がある。この点から
も、学部としての教育的配慮が求められている
と言えるだろう。
　質問項目 c 1 ～ c 4 を見ると、キャリアにつ
いても、 3 割前後の学生に問題が見られる。 1
セメスター終了の時点では、まだ展望を持てて
いなくても、やむを得ないかもしれない。しか
し、今後もこのような傾向が続く場合、数年後
の就職状況が振るわない恐れがある。
　質問項目 d 1 ～ d 3 からは、レポート作成や
文献調査活動について、一定の成果があったと
言える。しかし、できていないと感じている学
生も 1 割前後いる。レポートや文献調査といっ
た基礎的なアカデミックスキルは、大学での学
習活動では欠かすことができない。そうした学
生 のスキルアップのために、CETL や SPACe
の活用を促すなどの配慮が必要であろう。
　質問項目 e1, e 2 からは、美術鑑賞の活動に
ついて、一定の成果があったと言える。ただし、
作者の思いや考えを感じるといった、より深い
鑑賞については、 2 割程度の学生ができていな
いと感じている。このことから、美術鑑賞の教
育効果を高めるには、補足的な指導について考
える必要があると言えるだろう。
　質問項目 f 1 ～ f 3 を見ると、 9 割程度の学
生が、仲間作りやアドバイザー教員との関わり
について、成功していることが分かる。一方で、
1 割程度の学生が、問題を抱えていると言える
だろう。ドロップアウトを防ぐためにも、多様
な交流の機会を提供するなど、何らかの対策を
講じる必要があるだろう。
　質問項目 g1, g 2 からは、７ 割程度の学生が、
能力の向上を実感していることが読み取れる。
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しかし、実感できていない学生も、 2 割強存在
する。インタビューなどによって、その原因を
探り、今後の改善に活かすことが必要であろう。
　質問項目 h1, h 2 からは、8 割以上の学生が、
基礎演習Ⅰでの活動を有益だったと感じている
ことが分かる。学生の学力や目的意識などは多
様であり、全てのニーズを満たすことは困難で
ある。しかし、どのような性質の学生にどのよ
うなニーズがあるのかといった分析を行い、可
能な限り改善すること必要であろう。
　
4 . 2 . 2 .　共通科目ラーニング・アウトカムズ
関連
　入学後の 2 年間での達成度を測るために、ど
のような力が身についたのかについて、表 6 に
示 す 6 項 目 に 対 して、「確 かに 身 についた ＝
4 」、「どちらかと言えば身についた＝ 3 」、「あ
まり身につかなかった＝ 2 」、「全く身につかな
かった＝ 1 」の 4 件法で回答を求めた。 3 年生
を対象に、各演習Ⅰにおいて実施し、225人の
学生から回答を得た。平均値の降順に並べた結
果を、表 6 に示す。
　上位 8 項目（質問項目30～29）を見ると、協
調性や社会性、言語力、行動力については、多
くの学生が「身についた」と実感できているこ
とが分かる。本学の学生は一般に、これらの力
については高い傾向にあり、教育学部の学生
も、同様であると考えられる。
　しかしその一方で、下位 4 項目（質問項目2７
～24）を見ると、論理性や語学力については、
「身についた」と実感できていない学生が少な
からずいることが読み取れる。語学力について
表 5 　基礎演習Ⅰの達成度
　 質問項目 そう思う
やや 
そう思う
あまり 
そう思わない
全く 
そう思わない
a1 大学生としての学習活動の目的や意義を明確にすることが
できた
58 29.7% 113 57.9% 20 10.3% 4 2.1%
b1 自分で立てた計画を試し、その取り組みを振り返って､更に
うまく出来るように考えることができた
26 13.3% 105 53.8% 55 28.2% 9 4.6%
b2 シラバスを読んで必要十分な履修計画を立てることができた 26 13.4% 63 32.5% 83 42.8% 22 11.3%
b3 セメスター/月ごとにスケジュールを立て、それに基づいて
学習活動を進めることができた
24 12.4% 64 33.0% 87 44.8% 19 9.8%
b4 自身の4年間の計画を立てることができた 28 14.4% 76 39.0% 65 33.3% 26 13.3%
c1 キャリアを考えて、課外活動（たとえばクラブやバイトな
ど）を取捨選択することができた
54 27.7% 78 40.0% 50 25.6% 13 6.7%
c2 自身のキャリアについて意識することができた 69 35.4% 101 51.8% 22 11.3% 3 1.5%
c3 これまで知らなかった仕事（職種）についても知ることが
できた
58 29.7% 82 42.1% 44 22.6% 11 5.6%
c4 SAなどの先輩の事例から、自身のキャリアのためにどのよ
うにすべきか学ぶことができた
51 26.2% 100 51.3% 34 17.4% 10 5.1%
d1 意見提示型レポートの書き方を学ぶことができた 120 61.9% 64 33.0% 6 3.1% 4 2.1%
d2 図書館を活用した文献調査ができた 102 52.6% 67 34.5% 21 10.8% 4 2.1%
d3 （多様な立場の声を織り交ぜて論じる）多声的な論理構成を
学ぶことができた
60 30.8% 102 52.3% 29 14.9% 4 2.1%
e1 美術作品を楽しく鑑賞する方法を学ぶことができた 130 66.7% 53 27.2% 9 4.6% 3 1.5%
e2 美術鑑賞を通じて、作品から作者の思いや考えを感じること
ができた
83 42.8% 71 36.6% 35 18.0% 5 2.6%
f1 運動会に参加して友人と積極的に交流できた 117 60.0% 43 22.1% 16 8.2% 19 9.7%
f2 教育学部の中に新しい友人を作ることができた 139 71.3% 43 22.1% 7 3.6% 6 3.1%
f3 担当の先生（アドバイザー教員）と親しくなることができた 112 57.4% 63 32.3% 13 6.7% 7 3.6%
g1 自身を多角的に客観視する力が伸ばせた 44 22.7% 105 54.1% 40 20.6% 5 2.6%
g2 自分の学習能力（スキル）を向上させることができた 49 25.1% 92 47.2% 44 22.6% 10 5.1%
h1 各教員の回（アドバイザー教員ごと）での活動は有益だった 127 65.1% 58 29.7% 7 3.6% 3 1.5%
h2 全体として基礎演習Iは有益だった 85 43.8% 79 40.7% 20 10.3% 10 5.2%
N=195
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は今後、グローバル対応の中で、対策が講じら
れる。論理性などのメタ的な学力やアカデミッ
クスキルについては、どのように伸ばしていく
べきか、カリキュラム全体の中で考えていく必
要があるだろう。
　
4 . 2 . 3 　学部ディプロマ・ポリシー関連
　入学後の 3 年間での達成度を測るために、ど
のような機会で学んだのか、どのように学んだ
のかについて、表 ７ に示す 6 項目に対して、「大
いにあった＝ 4 」、「多少あった＝ 3 」、「あまり
なかった＝ 2 」、「全くなかった＝ 1 」の 4 件法
で回答を求めた。 4 年生を対象に、各演習Ⅲに
おいて実施し、231人の学生から回答を得た。
平均値の降順に並べた結果を、表 ７ に示す。
　質問項目19, 20に対する回答の平均値が高い
ことから、学内の授業の中で学ぶ機会について
は、「あった」と実感されていると言える。
表 6 　共通科目ラーニング・アウトカムズ関連の達成度
表 7 　学部ディプロマ・ポリシー関連の達成度
質問項目 平均
30 他者と協調・協働して行動する力 3.48
31 自己の良心と社会のルールや規範に従って行動する力 3.40
35 何のために学ぶのかを問う習慣 3.37
20 人類の平和や幸福について自ら考える力 3.33
32 社会の一員としての意識を持ち、社会に積極的に関与する力 3.08
34 これまでに学んだ知識や経験を結びつけて活用する力 3.07
36 書き言葉と話し言葉を使い分けるスキル 3.03
29 設定した目標・計画に向けて、確実に行動する力 3.00
18 異文化の人々に関する知識 2.99
25 多面的に分析し、考える力 2.98
22 日本語を用いて自分の意見をわかりやすく書くスキル 2.94
26 多様な情報を収集・分析する力 2.92
33 卒業後も自ら学び続けることのできる習慣 2.90
28 問題解決に必要な情報を収集し、その問題を解決する力 2.90
38 問題の本質を見つける力 2.84
19 人類の文化、社会と自然に関する知識 2.84
23 日本語を用いて文章の要点を的確に読み取る力 2.81
27 情報や知識を論理的に分析し、活用するスキル 2.66
37 論理的に一貫した話をするスキル 2.64
21 日本の文化・伝統に関する理解 2.62
24 外国語を用いてコミュニケーション（読む、書く、聞く、話す）をする力 2.54
N=225
質問項目 平均
19 入学から今までに、複数の学問的視点（たとえば教育学や心理学など）から、教育について学ぶ機会がありましたか 3.60
20 授業を通じて教育の諸事象を特定の視点から深く考える経験をしたことはありましたか 3.30
21 授業を通じて理論的思考力を修養する機会はありましたか 3.17
23 授業以外（たとえばボランティアやクラブ活動など）で教育の諸事象を特定の視点から深く考える経験はありましたか 3.11
22 授業で学んだをことを活用し実践力を磨く機会はありましたか 2.90
26 「人間教育」を実践する教師になるための土台となる知識や技能を身につける機会はありましたか 2.82
N=231
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　しかしその一方で、質問項目23, 22, 26につい
てはやや低い。そのため、授業以外で実践力を
高める機会については、「あった」と実感でき
ている学生がそれほど多くないことが読み取れ
る。社会では、実践力が問われることから、ア
クティブ・ラーニングなど、学生が主体的・積
極的に活動する場面を増やすことが求められて
いると言える。また、教員養成の視点からも、
「実践」を意識した学習場面を増やす必要があ
ると言えるだろう。
5 ．まとめと今後の課題
　本稿では、2014年度から教育学部が開始した
学生調査について、その目的と、結果の一部に
ついて報告した。学生の実態からは、学習指導
や生活指導をどのように行うべきかを考える上
で、注目すべき点が明らかになった。プログラ
ムの成果については、一定の効果は認められる
者の、アカデミックなスキルや実践力を伸ばす
ための対応の必要性が見出された。
　ただし、数値が低い、もしくは、下がってい
ると見られる場合であっても、肯定的に捉えら
れることもある。例えば、以前よりも経験が増
して視野が広がることによって、将来の展望に
ついてより現実的に考えるようになり、その結
果として、難しく考えるようになり、数値が下
がる場合がある。
　また、今回の調査で扱った数値は、あくまで
も学生の主観によるものである。そのため、一
つの目安にはなるが、質問項目によっては、実
際の学生の状態を正確に表していない可能性も
考慮すべきである。
　今後、定期的に調査を継続しつつ、大学での
学習に対する展望を経年的に調査し、その変化
を「成績」や「心身の健康」と関連させて見て
いくことを計画している。
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